
今
年
で
１９
年
目
を
迎
え
る
「
ア
ー
ト
い

び
が
わ
２
０
０
７
」
で
は
、
次
の
と
お
り

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
下
さ

い
。
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
に
限
り
ま

す
。

■
応
募
期
限

８
月
２４
日
�
期
限
厳
守

■
送
り
先

〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１５

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
内
教
育
委
員
会

文
化
課

郵
送
も
し
く
は
直
接
お
持
ち
下
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
、
揖
斐

川
町
中
央
公
民
館
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資

料
館
に
あ
り
ま
す
。

「「
アア
ーー
トト
いい
びび
がが
わわ
２２
００
００
７７
」」

文文
芸芸
作作
品品
募募
集集

■
入
選
発
表

９
月
下
旬

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

短
歌
・
俳
句
は
別
々
の
用
紙
に
書
い
て

下
さ
い
。
た
だ
し
、
短
歌
・
俳
句
と
も
一

人
一
首
、
一
人
一
句
と
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
各
学
校
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

応
募
期
限
は
９
月
４
日
�
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

文
化
課

℡
２
３
‐
０
１
１
５

古古
文文
書書
解解
読読
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

■
日
時

７
月
７
日
�
１４
時
〜
１６
時

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

夏夏
休休
みみ
特特
別別
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

ア
ル
ミ
缶
で
遊
ぼ
う

■
日
時

７
月
２５
日
�
９
時
３０
分
〜
１２
時

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

プ
レ
ハ
ブ
作
業
場

■
持
ち
物

油
性
マ
ジ
ッ
ク
細
字
（
ク
ロ

と
他
に
３
色
ぐ
ら
い
）

■
定
員

１０
名

■
対
象

小
学
４
年
生
以
上

（
低
学
年
は
父
兄
同
伴
）

民
家
を
測
ろ
う

（
資
料
館
に
あ
る
民
家
を
測
っ
て
図
に

書
い
て
み
よ
う
）

■
日
時

７
月
２７
日
�
９
時
３０
分
〜
１２
時

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

民
家
と
プ
レ
ハ
ブ
作
業
場

■
持
ち
物

筆
記
用
具
・
物
指
し
・
２
〜

３
ｍ
の
巻
尺

■
定
員

１０
名

■
対
象

小
学
５
年
生
以
上（
中
学
生
も
可
）

勾
玉
を
つ
く
ろ
う

■
日
時

８
月
２
日
�
９
時
〜
１２
時

■
場
所

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

プ
レ
ハ
ブ
作
業
場

■
持
ち
物

マ
ス
ク
・
タ
オ
ル

■
材
料
代

２
０
０
円

■
定
員

１０
名

■
対
象

小
学
４
年
生
以
上
（
低
学
年
以

下
は
父
兄
同
伴
）

申
し
込
み
は
各
講
座
と
も
、
揖
斐
川
歴
史

民
俗
資
料
館
ま
で（
℡
２
２
‐
５
３
７
３
）

■■
昔昔
のの
遊遊
びび「「
ネネ
ネネ
ココ
ボボ
」」人人
形形
作作
りり

５
月
４
・
５
日
の
両
日
、
藤
橋
歴
史
民

俗
資
料
館
で
「
ネ
ネ
コ
ボ
」
人
形
作
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
「
ネ
ネ
コ
ボ
」
は
「
カ

モ
ジ
グ
サ
」
と
い
う
イ
ネ
科
の
植
物
を
材

料
に
し
た
女
の
子
の
人
形
遊
び
で
す
。
春

の
鮮
や
か
な
若
葉
と
そ
の
茎
を
利
用
す
る

も
の
で
、
横
山
地
区
で
は
「
カ
ヅ
ラ
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
３０
㎝
ほ
ど
に
刈
り
取
り
、
茎
を

揃
え
て
縛
っ
て
胴
体
と
し
、
葉
は
筆
の
よ

う
な
形
に
整
え
、
髪
の
毛
に
見
立
て
ま
す
。

葉
を
く
し
で
何
度
も
す
い
て
い
く
と
、
細

い
葉
が
さ
ら
に
細
か
く
砕
け
、
筆
先
の
よ

う
に
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。
こ
の
部
分
を

顔
と
髪
の
毛
に
見
立
て
、
桃
割
れ
や
丸
ま

げ
な
ど
の
日
本
髪
に
結
い
上
げ
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

以
前
に
藤
橋
地
区
の
方
か
ら
、
こ
の
遊

び
を
教
わ
っ
た
町
重
要
文
化
財
調
査
管
理

委
員
を
さ
れ
て
い
る
脇
田
ご
夫
妻
に
よ
る

と
、

『
カ
ヅ
ラ
ツ
ン
デ

ネ
ン
ネ
シ
テ

イ
ー

チ
ガ
カ
ー
ニ

オ
オ
バ
セ
テ

ヨ
ー
イ
ヨ

オ
ー
ト

ユ
ウ
ス
ラ
シ
ョ
』

と
い
う
遊
び
唄
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

ネ
ネ
コ
ボ
は
大
正
生
ま
れ
の
方
に
は
伝
承

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
末
か
ら

大
正
の
ご
く
早
い
頃
に
は
消
滅
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

若
葉
の
頃
だ
け
と
い
う
ほ
ん
の
一
刻
の

春
を
、
体
い
っ
ぱ
い
に
受
け
と
め
て
唄
っ

て
い
た
昔
の
子
供
た
ち
の
姿
…
。
そ
の
お

す
そ
分
け
を
、
三
つ
編
み
の
ネ
ネ
コ
ボ
で

体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

連
休
中
と
い

う
こ
と
で
、

大
勢
の
家
族

連
れ
に
伝
統

的
な
遊
び
の

成
果
を
持
ち

帰
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

種
目

題

応
募
点
数

短
歌

雑
詠

二
首
以
内

俳
句

当
季
雑
詠

二
句
以
内

川
柳

緑
・
揃
う

一
題
一
句

狂
俳

秋
澄
む
・
愛
し
い
・

香
煙
・
天
の
川
・
霞

・
ぼ
ち
ぼ
ち
・
足
跡

・
蜜
か
に
・
寄
鍋
・

浮
き
浮
き

六
句
以
内

※
連
歌
・
連
句
は
募
集
し
ま
せ
ん
。
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